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「
反
フ
ア
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
」
研
究
の
新
段
階

　
　
　
ー
ソ
連
に
よ
る
「
情
報
独
占
」
崩
壊
期
に
お
け
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
評
価
の
変
貌

ー
　
ソ
連
の
「
情
報
独
占
」
の
も
と
で
の
「
歴
史
の
謎
」

　
コ
、
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
犬
会
の
政
策
転
換

　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
（
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
目
ナ
ル
、
第
三
イ

ン
タ
ナ
シ
目
ナ
ル
、
一
九
一
九
－
四
三
年
）
の
第
七
回
世
界
大

会
（
一
九
三
五
年
七
－
八
月
）
は
、
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦

線
・
人
民
戦
線
」
を
か
か
げ
た
大
会
と
し
て
、
知
ら
れ
て
い
る
。

　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
歴
史
的

母
胎
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
分
裂
し
て
誕
生
し
た
出
自
ゆ
え
に
近

親
相
姦
的
に
敵
対
し
あ
っ
て
き
た
第
ニ
イ
ン
タ
ナ
シ
目
ナ
ル
H

杜
会
民
主
主
義
へ
の
態
度
を
変
更
を
し
、
そ
れ
を
フ
ァ
シ
ズ
ム

に
対
す
る
共
同
闘
争
の
相
手
と
し
て
認
知
し
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル

加

藤
　
　
哲

贋良

ン
の
創
立
理
念
は
「
世
界
革
命
H
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
世
界

独
裁
」
実
現
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
長
く
対
置
さ
れ
て
き
た

「
ブ
ル
ジ
冒
ア
民
主
主
義
」
の
評
価
を
転
換
し
た
。
ま
た
、
コ
。
ミ

ン
テ
ル
ン
の
組
織
構
造
に
お
い
て
も
、
「
単
一
世
界
政
党
」
の
理

念
は
保
持
し
つ
つ
も
、
各
国
支
部
1
1
各
国
共
産
党
の
自
主
性
を

尊
重
す
る
方
向
性
を
う
ち
だ
し
た
。

　
こ
の
政
策
転
換
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
資
料
と
情
報
の
多
く

が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
本
部
の
あ
っ
た
モ
ス
ク
ワ
の
ソ
連
邦
共
産

党
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
研
究
所
ア
ル
ヒ
ー
フ
に
「
独

占
」
さ
れ
て
お
り
、
「
未
公
開
」
で
あ
る
と
い
う
特
殊
な
事
情
も

重
な
っ
て
、
従
来
か
ら
多
く
の
学
説
が
対
立
し
て
き
た
。

　
か
つ
て
の
西
欧
諸
国
の
研
究
の
多
く
は
、
当
時
の
コ
ミ
ン
テ
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（73）r反ファシズム統一戦線」研究の新段階

ル
ン
ー
－
各
国
共
産
党
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
支
配
下
に
あ
る
ソ
連

邦
共
産
党
お
よ
ぴ
ソ
連
国
家
の
意
向
を
世
界
各
地
で
代
行
す
る

「
衛
星
機
関
」
と
見
な
し
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
の
政
策

転
換
を
、
「
ソ
連
外
交
の
対
独
協
調
か
ら
対
仏
接
近
へ
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

に
従
属
し
た
も
の
」
と
説
明
し
て
き
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
で
も
よ
く
し
ら
れ
た
レ
イ
プ
ゾ
ン

”
シ
リ
ー
ニ
ャ
の
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
政
策
転
換
』
（
一
九
六
五

年
）
や
ソ
連
邦
M
L
研
究
所
『
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ー
略
史
』
（
一
九
六
九
年
）
な
ど
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
（
一

九
五
六
年
）
以
後
の
ソ
連
・
東
欧
の
研
究
は
、
西
側
か
ら
は
ア

ク
セ
ス
し
え
な
い
未
公
開
資
料
を
小
出
し
に
し
な
が
ら
、
世
界

夫
恐
慌
、
ナ
チ
ス
の
政
権
掌
握
、
世
界
戦
争
切
迫
と
い
う
当
時

の
「
情
勢
変
化
」
に
対
す
る
国
際
共
産
主
義
運
動
の
「
適
応
」

と
し
て
こ
れ
を
分
析
し
、
ソ
連
邦
国
家
1
1
共
産
党
と
資
本
主
義

世
界
の
労
働
者
階
級
お
よ
ぴ
共
産
党
の
「
利
害
の
一
致
」
を
前

提
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
統
一
戦
線
・
人
民
戦
線
に
典

型
的
な
資
本
主
義
国
共
産
党
の
「
自
主
的
・
創
造
的
」
政
策
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

過
程
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
き
た
。

　
単
純
化
し
て
い
え
ぱ
、
「
モ
ス
ク
ワ
ー
ー
ス
タ
ー
リ
ン
起
源
」
説

と
「
バ
リ
ー
ー
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
起
源
」
説
の
対
抗
で
あ
り
、
そ

れ
が
二
〇
世
紀
の
歴
史
の
大
き
な
転
換
点
と
さ
れ
、
資
料
的
・

文
献
的
裏
付
け
が
困
難
な
「
歴
史
の
謎
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、

世
界
の
数
多
く
の
研
究
老
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。

　
大
著
『
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ロ
シ
ア
史
』
全
一
〇
巻
一
四
冊
を
ひ
と

ま
ず
完
成
し
た
E
・
H
・
力
ー
が
、
晩
年
の
研
究
対
象
に
、
こ

の
時
期
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
選
ん
だ
の
も
、
理
由
の
あ
る
こ
と

　
　
＾
3
）

で
あ
っ
た
。

内
田
健
二
に
よ
る
従
来
の
研
究
と
論
点
の
整
理

　
力
ー
の
遺
作
の
一
つ
と
な
っ
た
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
黄
昏

－
一
九
三
〇
1
三
五
年
』
（
一
九
八
二
年
）
の
邦
訳
「
訳
老
あ

と
が
き
」
に
、
ソ
ヴ
ェ
ト
政
治
史
研
究
者
で
あ
る
内
田
健
二
は
、

こ
の
問
題
で
の
従
来
の
四
二
の
研
究
文
献
を
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

し
た
う
え
、
そ
の
論
点
と
諸
説
の
分
岐
を
整
理
し
て
い
る
。

　
そ
の
論
点
と
は
、
（
A
）
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
ソ
連
外
交
に

「
転
換
」
を
見
い
だ
し
う
る
か
否
か
で
あ
り
、
①
「
対
独
志
向

（
H
非
戦
略
転
換
）
」
説
（
タ
ヅ
カ
i
、
ホ
フ
マ
ン
ら
）
、
②
「
対

西
欧
（
対
仏
）
志
向
」
説
（
尾
上
正
男
、
植
田
隆
子
ら
）
、
③
「
同

時
追
求
」
説
（
ウ
ラ
ム
ら
）
、
④
「
二
重
外
交
」
説
（
ハ
ス
ラ
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ム
、
横
手
憤
二
、
平
井
友
義
ら
）
、
と
整
理
さ
れ
る
。

　
そ
こ
に
「
転
換
」
が
あ
っ
た
と
す
れ
ぱ
、
（
B
）
そ
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
は
誰
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
か
で
あ
り
、
①
「
ス
タ
ー

リ
ン
主
導
」
説
（
ウ
ラ
ム
、
タ
ッ
カ
ー
ら
）
、
②
「
リ
ト
ヴ
ィ
ノ

フ
外
相
主
導
」
説
（
ハ
ス
ラ
ム
、
横
手
ら
）
に
分
か
れ
る
。

　
晩
年
の
力
1
は
、
B
H
②
「
リ
ト
ヴ
ィ
ノ
フ
重
視
」
の
A
1
－

②
「
対
西
欧
志
向
」
説
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
内
田
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
政
策
転
換
に
関
し
て
は
、
「
ソ
連

外
交
従
属
」
説
（
ブ
ラ
ウ
ン
タ
ー
ル
、
ボ
ル
ケ
ナ
ウ
ら
）
の
存

在
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
（
C
）
「
転
換
の
起
源
」
に
つ
い
て

の
学
説
を
、
五
つ
の
類
型
に
整
理
し
て
い
る
。

　
そ
の
①
は
、
「
モ
ス
ク
ワ
H
ソ
連
邦
外
交
起
源
」
説
で
、
山
極

潔
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
人
民
戦
線
』
に
代
表
さ
れ
る
と
い
う
。

山
極
は
、
一
九
三
四
年
一
月
二
六
日
の
ソ
連
邦
共
産
党
第
一
七

回
大
会
ス
タ
ー
リ
ン
報
告
を
重
視
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
し

て
は
マ
ヌ
イ
ル
ス
キ
ー
に
注
目
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
も

仏
ソ
条
約
締
結
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
す
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
タ
ー

ル
と
平
瀬
徹
也
も
フ
ラ
ン
ス
統
一
戦
線
を
ソ
連
外
交
に
起
因
す

る
と
み
る
が
、
人
民
戦
線
へ
の
転
換
は
ト
レ
ー
ズ
に
帰
す
見
解

と
整
理
さ
れ
る
。

　
②
と
し
て
、
「
モ
ス
ク
ワ
ー
ー
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
導
部
起
源
」
説

を
、
ヴ
ァ
サ
ー
ル
と
ボ
ル
ケ
ナ
ウ
を
例
に
挙
げ
る
。
こ
こ
で
は

ソ
連
の
国
内
政
治
の
一
定
の
「
自
由
化
」
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
の

承
認
を
え
た
マ
ヌ
イ
ル
ス
キ
ー
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
重
視
さ

れ
る
。

　
③
は
、
「
モ
ス
ク
ワ
ー
ー
バ
リ
一
体
」
説
な
い
し
「
バ
リ
ー
1
内
発

的
要
因
重
視
」
説
と
整
理
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
ソ
連
・
東
欧
の

通
説
が
「
一
体
」
説
で
あ
り
、
前
述
『
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ

目
ナ
ル
ー
略
史
』
が
典
型
と
さ
れ
る
。
「
内
発
的
要
因
重
視
」

説
と
し
て
は
、
中
木
康
夫
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
』
が
挙
げ
ら
れ

る
。　

④
と
し
て
、
富
永
幸
生
他
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
』

に
お
け
る
西
川
正
雄
の
分
析
と
、
私
の
一
九
七
九
年
の
論
文

「
世
界
政
党
と
政
策
転
換
（
一
九
三
四
－
三
五
年
）
」
が
、
「
統
一

戦
線
』
モ
ス
ク
ワ
起
源
、
人
民
戦
線
1
－
バ
リ
起
源
」
説
と
整
理

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
①
②
の
主
張
に
つ
い
て
は
結
論
を
留

保
し
、
③
の
挙
げ
る
事
態
を
「
フ
ラ
ン
ス
の
実
験
」
と
受
け
と

め
、
一
九
三
四
年
七
月
の
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
宛
手
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紙
を
重
視
し
、
人
民
戦
線
に
つ
い
て
は
ト
レ
ー
ズ
の
役
割
を
認

め
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
西
川
が
一
九
三
五
年

段
階
で
も
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
内
に
根
強
い
低
抗
が
あ
っ
た
点
を
重

視
す
る
の
に
対
し
、
私
の
旧
稿
は
、
一
九
三
四
年
二
一
月
の
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
段
階
で
政
策
体
系
の
転
換
を
基
本
的

に
完
了
し
た
と
み
て
い
た
徴
妙
な
差
異
に
も
、
内
田
は
目
配
り

し
て
い
る
。

　
⑤
が
、
カ
ー
の
弟
子
ハ
ス
ラ
ム
、
お
よ
び
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

の
黄
昏
』
で
の
カ
ー
の
説
で
、
「
統
一
戦
線
1
－
モ
ス
ク
ワ
・
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
指
導
部
、
人
民
戦
線
1
－
バ
リ
起
源
」
説
と
整
理
さ
れ

る
。
こ
の
場
合
、
一
九
三
四
年
二
月
の
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
モ
ス

ク
ワ
到
着
と
四
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
政
治
書
記
局

員
・
中
欧
局
長
へ
の
就
任
が
重
視
さ
れ
る
点
が
、
④
と
は
異
な

る
と
さ
れ
る
。

　
こ
こ
か
ら
ま
た
、
（
D
）
「
杜
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
か
ら
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
第
七
回
犬
会
へ
の
転
換
の
内
容
に
つ
い
て
、
①
「
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
」
と
「
人
民
戦
線
」
を
一
続
き
の
も
の

と
み
る
か
、
②
論
理
的
・
段
階
的
に
区
分
す
る
か
の
分
岐
が
生

ま
れ
、
（
E
）
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
、
①
ス
タ
ー
リ
ン
、
②

マ
ヌ
イ
ル
ス
キ
ー
、
③
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
、
④
ト
レ
ー
ズ
の
い
ず

れ
に
求
め
る
か
が
論
点
と
な
る
。

　
私
の
旧
稿
の
関
心
と
立
場

　
内
田
に
よ
っ
て
C
1
④
と
分
類
さ
れ
た
私
の
旧
稿
の
関
心

は
、
「
『
転
換
』
の
内
容
と
し
て
何
を
理
解
す
る
か
、
『
転
換
』
の

画
期
を
ど
の
時
点
に
お
く
か
、
『
転
換
』
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
を

誰
に
み
る
か
、
『
転
換
』
を
『
戦
略
』
的
な
も
の
と
み
る
か
、
『
戦

術
』
的
な
も
の
と
み
る
か
」
と
整
理
し
た
学
説
上
の
論
点
そ
れ

自
体
と
い
う
よ
り
も
、
「
そ
の
過
程
に
表
現
さ
れ
る
政
治
組
織

と
し
て
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
組
織
構
造
や
行
動
・
思
考
様
式
の

特
質
」
に
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
私
は
、
「
今
日
の
段
階
で
は
『
転
換
』
の
内
容
・

性
格
・
意
義
、
お
よ
び
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
組
織
自
体
の
基
本
的
性

格
、
組
織
構
造
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造
等
を
ぬ
き
に
し
て
、
そ

の
『
起
源
』
を
詮
索
す
る
こ
と
は
不
毛
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
対
立
の
起
こ
っ
て
き
た
根
拠
の
ひ
と
つ
に
、
ソ
連
邦

共
産
党
に
よ
る
当
時
の
資
料
の
『
独
占
』
が
あ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
『
資
料
独
占
』
『
情
報
独
占
』
も
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
時
代
の

歴
史
的
遺
産
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
行
動
・
思
考
様
式
の
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『
起
源
』
こ
そ
問
題
に
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
L
と
注
記
し
て

一
3
．

L
ナ
H

　
私
の
旧
稿
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
国
際
共
産
主
義
運
動
の
多

元
化
や
ユ
ー
口
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
台
頭
を
背
景
に
、
こ
の

「
政
策
転
換
」
問
題
へ
の
関
心
の
強
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

国
際
的
に
は
、
レ
イ
プ
ゾ
ン
H
シ
リ
ー
ニ
ャ
の
薯
作
の
改
訂
版

や
東
ド
イ
ツ
の
レ
ヴ
ェ
レ
ン
ツ
の
研
究
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
ゴ
ス

テ
ィ
の
資
料
集
や
ボ
ヅ
フ
ァ
の
研
究
、
内
田
が
注
目
し
た
タ
ッ

カ
ー
、
力
ー
や
ハ
ス
ラ
ム
ら
の
研
究
が
現
れ
た
。
わ
が
国
で
は
、

日
本
の
学
間
的
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究
の
画
期
を
成
し
た
富
永
他

『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
』
と
村
田
陽
一
編
訳
『
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
資
料
集
』
全
六
巻
の
他
、
内
田
の
リ
ス
ト
の
植
田
、
山

極
、
横
手
ら
の
研
究
が
集
中
的
に
現
れ
た
。
南
塚
信
吾
が
、
ソ

連
・
東
欧
で
の
研
究
の
到
達
点
を
整
理
し
た
の
も
、
こ
の
頃
で

　
（
6
）

あ
っ
た
。

2
　
「
情
報
独
占
」

の
崩
壊
と
新
資
料
の
登
場

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
も
た
ら
し
た
新
資
料

　
ー
ス
タ
ー
リ
ン
対
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ

　
だ
が
、
そ
れ
が
ま
た
、
新
た
な
段
階
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。

一
九
八
五
年
の
ソ
連
に
お
け
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
共
産
党
書
記
長

の
登
場
に
始
ま
り
、
一
九
八
九
年
の
中
国
天
安
門
事
件
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
「
連
帯
」
政
府
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
名
変
更
、
そ
し
て

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
か
ら
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
「
ビ
ロ
ー

ド
の
革
命
」
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
独
裁
打
倒
に

い
た
る
一
連
の
動
き
は
、
こ
れ
ら
の
国
の
政
権
党
1
1
共
産
主
義

前
衛
党
の
歴
史
的
起
源
で
あ
っ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
意
味
を
、

改
め
て
問
い
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
情
報
」
と
の
関
わ
り
で
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
「
ベ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
」
と
「
新
思
考
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
グ
ラ
ー

ス
ノ
ス
チ
ー
1
情
報
公
開
」
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
ソ
連
邦
共
産
党

が
独
占
し
て
き
た
史
資
料
の
一
部
が
公
開
さ
れ
て
き
た
。

　
ま
た
、
そ
の
帰
結
で
も
あ
っ
た
東
欧
市
民
革
命
に
よ
る
レ
ー

ニ
ン
ー
ー
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
型
共
産
党
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
最
大
の
功
績
」
と
讃
え
ら
れ
て
き
た
第

七
回
大
会
の
「
反
フ
7
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
」
の
意
味
が
、
問
い

直
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
資
料
の
点
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
ヘ
の
関
わ
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り
が
集
中
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
策
転
換
過
程

で
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
対
応
が
、
か
な
り
の
程
度
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
た
。
　
　
　
　
　
　
－

　
例
え
ぱ
、
私
の
旧
稿
や
西
川
正
雄
の
研
究
が
特
に
注
目
し
、

ハ
ス
ラ
ム
は
全
文
を
引
用
し
て
画
期
と
し
た
、
一
九
三
四
年
七

月
一
日
の
コ
、
・
、
ン
テ
ル
ン
第
七
回
犬
会
議
事
日
程
第
二
項
準
備

委
員
会
へ
提
出
さ
れ
た
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
書
簡
へ
の
、
ス
タ
ー

リ
ン
に
よ
る
書
き
込
み
の
一
部
が
、
ソ
連
邦
の
マ
ル
ク
ス
・
レ

ー
ニ
ン
主
義
研
究
所
（
一
九
九
一
年
よ
り
「
杜
会
主
義
歴
史
理

論
研
究
所
」
と
改
称
）
の
「
党
史
研
究
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
」
で
あ

る
7
イ
ル
ソ
フ
や
シ
リ
ー
ニ
ャ
の
研
究
に
お
い
て
、
用
い
ら
れ

は
じ
め
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
、

「
杜
会
民
主
主
義
を
十
ぱ
一
か
ら
げ
に
杜
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
特

徴
づ
け
る
の
は
、
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
？
」

と
い
う
問
い
に
、

「
指
導
部
に
つ
い
て
は
正
し
い
。
し
か
し
十
ぱ
一
か
ら
げ
は
正

し
く
な
い
」
と
答
え
、

「
杜
会
民
主
主
義
は
、
ど
こ
で
も
ま
た
ど
ん
な
事
情
の
も
と
で

も
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
の
主
要
な
杜
会
的
支
柱
で
あ
る
と
考
え
る

の
は
、
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
？
L
と
い
う
問
い
に
は
、

「
ベ
ル
シ
ャ
で
は
、
も
ち
ろ
ん
ま
ち
が
い
だ
。
資
本
主
義
主
要

国
で
は
、
正
し
い
」
と
書
き
込
ん
だ
。

　
そ
し
て
、
「
左
翼
杜
会
民
主
主
義
グ
ル
ー
プ
は
す
べ
て
、
ど
ん

な
事
情
の
も
と
で
も
主
要
な
危
険
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
正

し
い
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
問
い
に
は
、

「
客
観
的
に
は
、
正
し
い
」
と
ス
タ
リ
ー
ン
は
い
う
。

　
さ
ら
に
、
「
闘
争
に
お
け
る
労
働
者
の
真
の
統
一
を
つ
く
り

だ
す
真
剣
な
努
力
も
せ
ず
に
、
も
っ
ぱ
ら
杜
会
民
主
主
義
を
暴

露
す
る
マ
ヌ
ー
ヴ
ァ
ー
と
し
て
統
一
戦
線
戦
術
を
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
戦
術
を
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
攻
勢

に
反
対
す
る
大
衆
闘
争
を
展
開
す
る
う
え
で
の
効
果
的
な
要
因

に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
問
題

提
起
に
対
し
て
は
、
「
変
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
か
」
「
こ
の

テ
ー
ぜ
は
、
一
体
だ
れ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
？
」
と
、
ス

タ
リ
ー
ン
は
欄
外
に
書
き
込
ん
だ
。

　
こ
れ
は
、
ス
タ
リ
ー
ン
の
杜
会
民
主
主
義
観
が
、
こ
の
一
九

三
四
年
七
月
時
点
で
は
な
お
犬
き
く
変
化
し
て
は
お
ら
ず
、
デ
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イ
ミ
ト
ロ
フ
の
転
換
推
進
論
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
デ
ィ

ミ
ト
ロ
フ
は
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
彼
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

提
起
を
直
接
ぷ
つ
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
導
部
内
部
の
転
換
へ
の
抵
抗

　
　
－
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
対
ピ
ヤ
ト
一
一
ツ
キ
ー

　
ま
た
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
（
三
四
年
）
七
月
二
日
の
準
備
委

員
会
で
、
こ
の
ス
タ
リ
ー
ン
宛
書
簡
に
付
し
た
「
報
告
要
綱
」

の
内
容
を
報
告
し
た
さ
い
の
議
事
録
の
一
部
も
、
公
表
さ
れ
た
。

　
そ
の
な
か
に
は
、
六
月
三
〇
日
の
ド
イ
ツ
の
レ
ー
ム
事
件

（
ヒ
ヅ
ト
ラ
ー
に
よ
る
ナ
チ
ス
突
撃
隊
左
派
へ
の
粛
清
事
件
）

の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
を
旧
来
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
路
線

の
延
長
上
で
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
危
機
、
大
衆
的
基
盤
喪
失
の
証

拠
」
と
み
る
ド
イ
ツ
共
産
党
指
導
部
や
ビ
ヤ
ト
ニ
ツ
キ
ー
と
、

そ
れ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
過
小
評
価
だ
と
す
る
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
と

の
あ
い
だ
で
の
、
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
、
古
参
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
幹
部
会
員
・
政

治
書
記
局
員
ピ
ヤ
ト
ニ
ツ
キ
ー
の
「
犬
衆
的
基
盤
の
喪
失
」
と

い
う
評
価
を
、
名
指
し
で
批
判
し
た
場
面
で
あ
る
。

　
ピ
ヤ
ト
ニ
ツ
キ
ー
「
お
の
ぞ
み
な
ら
、
撤
回
し
て
も
い
い
よ
」

　
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
「
お
ね
が
い
だ
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
と

ま
じ
め
に
考
え
て
く
れ
」

　
ピ
ヤ
ト
ニ
ツ
キ
ー
「
誰
も
一
人
じ
ゃ
き
め
ら
れ
な
い
、
い
つ

で
も
衝
突
は
生
ま
れ
る
さ
」

　
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
「
私
の
意
見
は
、
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
の
今
日

の
諸
条
件
の
も
と
で
は
、
こ
う
し
た
大
衆
的
基
盤
は
も
は
や
存

在
し
な
い
と
い
う
考
え
は
、
問
違
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
だ
」

　
ピ
ヤ
ト
ニ
ツ
キ
ー
「
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
同
志
、
そ
れ
は
何
も
前

と
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ね
？
」

　
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
「
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
一

　
ビ
ヤ
ト
ニ
ツ
キ
ー
「
そ
れ
な
ら
、
僕
は
別
に
付
け
加
え
る
こ

と
は
な
い
。
」

　
こ
れ
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
の
頂
点
に
お
け
る
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

換
へ
の
低
抗
が
、
い
か
に
根
強
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
資
料
を
紹
介
し
た
ド
イ
ツ
の
E
・
レ
ー
ヴ
ィ
ン
（
労
働

運
動
史
研
究
所
H
旧
東
独
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
研
究
所

が
一
九
九
〇
年
に
改
称
、
一
九
一
八
－
四
五
年
期
ド
イ
ツ
及
び

国
際
労
働
運
動
史
研
究
班
主
任
）
ら
は
、
そ
こ
に
デ
ィ
、
・
、
ト
ロ
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（
9
）

フ
の
「
勇
気
と
努
力
」
を
読
み
と
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
新
資
料
の
公
表
は
1
か
つ
て
の
デ
ィ

ミ
ト
ロ
フ
書
簡
そ
の
も
の
の
公
表
の
さ
い
と
同
じ
よ
う
に
　
　
、

な
お
「
脱
ス
タ
ー
リ
ン
化
」
と
い
う
政
治
的
目
的
に
誘
引
さ
れ

た
非
公
開
資
料
の
部
分
的
・
独
占
的
使
用
と
い
う
形
式
を
と
も

な
っ
て
お
り
、
言
葉
の
完
全
な
意
味
で
の
「
グ
ラ
ー
ス
ノ
ス
チ

H
情
報
公
開
」
に
は
ほ
ど
遠
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
新
し
い
段

階
と
は
い
い
が
た
い
。

3
　
「
情
報
独
占
」
崩
壊
期
の
歴
史
的
評
価
の
転
換

　
第
七
回
夫
会
の
単
一
労
働
老
政
党
論
と
共
産
党
一
党
独
裁

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
新
資
料
を
も

用
い
な
が
ら
始
ま
っ
た
、
ソ
連
・
東
欧
で
の
新
た
な
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
研
究
に
は
ら
ま
れ
る
、
新
し
い
方
向
性
で
あ
る
。

　
そ
こ
に
は
、
従
来
型
の
「
脱
ス
タ
ー
リ
ン
化
」
の
あ
り
方
、

す
な
わ
ち
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
や
ト
レ
ー
ズ
H
フ
ラ
ン
ス
共
産
党

の
自
主
性
・
創
造
性
と
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
反
対
・
．
妨
害
に
も
か

か
わ
ら
ず
」
実
現
さ
れ
た
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
・
人
民
戦

線
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ソ
連
邦
共
産
党
の
衛
星
機

関
L
に
と
ど
ま
ら
な
い
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
独
自
の
存
在
意
義
を

浮
き
彫
り
に
す
る
手
法
を
な
お
色
濃
く
残
し
な
が
ら
、
い
く
つ

か
の
点
で
－
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
そ
の
も
の
の
存
在

意
義
を
問
い
直
す
－
新
し
い
方
向
性
も
、
現
れ
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
第
一
は
、
大
会
決
定
の
内
容
そ
の
も
の
の
限
界
を
、
指

摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
従
来
も
、
例
え
ぱ
「
資
本

主
義
の
全
般
的
危
機
」
と
い
う
時
代
認
識
の
残
存
や
「
杜
会
民

主
主
義
の
危
機
・
分
化
」
を
主
た
る
理
由
と
し
て
の
自
己
批
判

な
き
「
杜
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
放
棄
の
間
題
な
ど
と
し
て
、
語

ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
新
た
な
論
点
は
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
の
い
う
「
労
働
老
階

級
の
政
治
的
統
一
」
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
「
一
党
制
1
－
共

産
党
に
よ
る
杜
会
民
主
主
義
政
党
の
吸
収
合
併
」
を
志
向
し
、

戦
後
東
欧
諸
国
の
杜
会
民
主
主
義
政
党
と
共
産
党
の
合
併
を
通

じ
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
型
共
産
主
義
政
党
に
よ
る
一
党
独
裁
に
道

を
開
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
問
題
提
起
で
あ
る
。

　
第
七
回
大
会
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
は
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
資

本
の
攻
勢
に
反
対
す
る
共
産
党
系
と
杜
会
民
主
党
系
の
労
働
老

の
共
同
闘
争
の
統
一
戦
線
が
発
展
す
れ
ぱ
、
労
働
老
階
級
の
政
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治
的
統
一
、
そ
の
単
一
の
大
衆
的
政
党
の
問
題
も
ま
た
生
じ
て

く
る
。
…
…
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
闘
争
の
利
益
と
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
革
命
の
成
功
は
、
各
国
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
単

一
の
党
が
存
在
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
…
…
国
際
労
働
運

動
が
分
裂
を
清
算
す
る
時
期
に
は
い
り
つ
つ
あ
る
と
き
に
、
労

働
老
階
級
の
諸
勢
力
を
単
一
の
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
党
に
統

合
す
る
仕
事
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
で
か
り
、
共
産
主
義

イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
仕
事
で
あ
る
L
と
述
べ
、
そ
の
さ
い
の

条
件
を
、
①
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
か
ら
の
独
立
、
②
あ
ら
か
じ
め

の
行
動
の
統
一
、
③
ソ
ヴ
ェ
ト
形
態
で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

独
裁
の
必
要
の
承
認
、
④
帝
国
主
義
戦
争
で
の
自
国
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
支
持
の
拒
否
、
⑤
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
、
と
挙
げ

　
＾
1
0
）

て
い
た
。

　
こ
れ
は
、
す
で
に
私
の
旧
稿
が
、
「
加
入
条
件
二
一
ヵ
条
か
ら

五
ヵ
条
へ
の
転
換
」
と
し
て
扱
い
、
と
り
わ
け
そ
の
五
条
件
に

③
「
ブ
ル
ジ
冒
ア
ジ
i
を
革
命
的
に
打
倒
し
、
ソ
ヴ
ェ
ト
形
態

で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
を
打
ち
立
て
る
必
要
の
承

認
」
や
⑤
「
ロ
シ
ア
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
経
験
に
よ
っ
て
試

験
済
み
の
、
意
思
と
行
動
の
統
一
を
保
障
す
る
民
主
主
義
的
中

央
集
権
制
に
も
と
づ
い
て
党
を
建
設
す
る
こ
と
L
が
含
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

い
た
閻
題
性
を
、
指
摘
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
ス
プ
リ
ア
ー
ノ
も
、
同
じ
問
題
に
着
目

し
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
が
、
共
産
党
と
杜
会
民
主
主
義
政
党

と
の
統
一
・
合
同
の
問
題
を
提
起
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

自
身
の
「
解
散
を
提
起
し
な
か
っ
た
」
の
は
、
杜
会
民
主
主
義

老
の
共
産
党
へ
の
吸
収
合
併
を
念
頭
に
お
い
た
「
『
組
織
的
統

一
』
の
誤
り
」
で
あ
っ
た
と
批
判
を
加
え
、
こ
の
視
点
は
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ゴ
ス
テ
ィ
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

　
逆
に
、
か
つ
て
の
東
ド
イ
ツ
時
代
の
E
・
レ
ー
ヴ
ィ
ン
ら
の

研
究
で
は
、
こ
の
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
「
労
働
老
政
党
の
統
一
」

五
条
件
が
、
「
労
働
老
階
級
の
統
一
の
最
高
の
形
態
と
し
て
の

統
一
的
革
命
的
犬
衆
政
党
」
の
あ
り
方
を
定
式
化
し
た
も
の
で

あ
り
、
戦
後
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
D
D
R
）
の
杜
会
主
義
統

一
党
（
S
E
D
）
誕
生
（
一
九
四
六
年
）
を
は
じ
め
と
し
た
東

欧
諸
国
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
打
倒
後
の
労
働
老
の
統
一
政
党
結
成

の
重
要
な
基
礎
を
つ
く
っ
た
」
も
の
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ

　
＾
1
3
）

て
い
た
。

　
一
九
八
九
年
東
欧
市
民
革
命
は
、
こ
の
「
労
働
老
階
級
は
統
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一
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
、
労
働
者
政
党
も
一
つ
で
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
」
と
い
う
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
風
の
ド
グ
マ
的
前
提

そ
の
も
の
を
、
根
底
的
に
く
つ
が
え
し
た
。
階
級
の
統
一
を
共

産
主
義
前
衛
党
が
「
代
行
」
し
う
る
と
い
う
考
え
が
告
発
さ
れ
、

「
一
枚
岩
主
義
」
に
対
し
て
「
多
元
主
義
」
が
対
置
さ
れ
た
。

　
革
命
後
の
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
四
五
－
四
六
年
の
ド
イ
ツ
共

産
党
（
K
P
D
）
と
杜
会
民
主
党
（
S
P
D
）
の
統
一
交
渉
に

よ
る
S
E
D
の
誕
生
は
、
ド
イ
ツ
東
部
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
の

「
統
一
へ
の
や
み
が
た
い
圧
力
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
ソ
連
占
領
権
力
や
K
P
D
に
よ
る
「
強
制
的
統
合
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

で
あ
っ
た
の
か
、
と
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
が
「
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
独
裁
」
や
「
民
主
集
中
制
」
を
強
制
し
た
「
全
体
主
義

化
」
1
今
日
の
ソ
連
邦
・
東
欧
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
「
現

存
し
た
杜
会
主
義
」
の
特
徴
づ
け
1
の
出
発
点
で
あ
っ
た
と

す
れ
ぱ
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
は
、
「
K
P
D
に
よ
る
S

P
D
乗
っ
取
り
」
の
悲
劇
的
起
点
と
し
て
、
再
把
握
さ
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
ぱ
一
九
八
九
年
六
月
三
〇
日
付
ソ
連
邦

共
産
党
機
関
紙
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
の
ム
シ
ャ
メ
ジ
ャ
ノ
フ
と
シ
ャ

ヴ
ァ
ヴ
ォ
フ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
よ
う
に
、
「
第
七
回
大
会
で
、

統
一
戦
線
戦
術
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
セ
ク
ト
主
義
の
重
な
り

や
計
算
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
い
ま
や
そ
れ
は
、
同
権
的
バ
ー
ト

ナ
ー
間
の
自
由
意
思
に
も
と
づ
く
同
盟
と
な
っ
た
。
…
…
そ
れ

は
、
多
元
主
義
を
基
礎
に
し
た
統
一
で
あ
り
、
一
枚
岩
主
義
に

も
と
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回

大
会
を
「
多
元
主
義
の
起
点
」
と
し
て
礼
賛
す
る
評
価
も
、
な

　
　
　
＾
1
5
）

お
存
在
す
る
。

　
し
か
し
、
東
欧
革
命
後
の
統
一
ド
イ
ツ
の
旧
M
L
研
機
関
誌

『
労
働
運
動
史
紀
要
（
B
z
G
）
』
．
一
九
九
一
年
二
号
誌
上
で
、

第
七
回
大
会
後
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
に
お
け
る
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
共
産
党
へ
の
指
導
に
関
す
る
書
記
局
の
新
資
料
を
紹

介
．
解
説
し
た
E
・
レ
ー
ヴ
ィ
ン
ら
は
、
1
実
は
レ
ー
ヴ
ィ

ン
自
身
は
、
か
つ
て
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
体
制
の
も
と
で
は
、
デ
ィ

、
、
、
ト
ロ
フ
の
「
労
働
老
階
級
の
政
治
的
統
一
」
論
を
高
く
評
価

す
る
論
陣
を
張
っ
て
い
た
の
だ
が
－
－
」
別
の
見
方
を
提
示
す

る
。　

彼
ら
は
、
一
九
三
六
年
二
一
月
二
〇
日
の
執
行
委
員
会
書
記

局
で
の
ポ
i
ラ
ン
ド
共
産
党
問
題
で
の
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
演
説
を
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解
説
し
て
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
、
一
方
で
杜
会
民
主
主
義
内
部

の
分
化
を
強
調
し
な
が
ら
、
他
方
で
杜
会
民
主
主
義
政
党
の
影

響
力
増
大
を
恐
れ
て
い
る
矛
盾
を
つ
き
、
「
杜
会
民
主
主
義
党

員
の
共
産
主
義
の
立
場
へ
の
移
行
か
ら
待
望
さ
れ
る
、
労
働
老

階
級
の
統
一
的
革
命
党
が
相
対
的
に
急
速
に
創
設
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
い
う
確
固
た
る
幻
想
」
を
指
摘
す
る
。

　
ま
た
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
提
案
し
た
地
方
組
織
・
下
部
組
織

の
機
関
員
・
党
員
に
よ
る
統
一
戦
線
の
自
主
的
・
創
造
的
適
用

は
、
上
意
下
達
の
「
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
」
と
は
両
立
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。

　
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
政
府
へ
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
党

の
参
加
問
題
に
関
連
し
て
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
、
「
人
民
戦
線
政

府
」
を
、
民
衆
が
人
民
戦
線
綱
領
は
「
た
だ
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
の

も
と
で
の
み
実
現
し
う
る
」
こ
と
を
経
験
し
学
習
す
る
過
程
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
問
題
を
、
指
摘
す
る
。

　
い
わ
ば
、
「
統
一
戦
線
・
人
民
戦
線
1
－
共
産
党
独
裁
へ
の
一

階
梯
」
説
で
あ
る
。

　
第
七
回
夫
会
決
定
は
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
た
の
か
？

　
第
二
は
、
第
七
回
大
会
決
定
の
「
実
効
性
へ
の
懐
疑
」
と
も

よ
ぷ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
大
会
で
の
政
策
転
換
は
、
主
要
な
闘
争
の
相
手

を
杜
会
民
主
主
義
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
ヘ
と
切
り
換
え
、
ま
た
フ

ァ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
で
は
な
く
ブ
ル
ジ
目

ア
民
主
主
義
を
対
置
し
た
点
で
、
意
味
を
も
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
新
政
策
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
「
世
界
綱
領
」
（
一
九
二
八

年
）
や
大
会
・
執
行
委
員
会
決
定
に
も
と
づ
い
て
、
長
く
杜
会

民
主
主
義
を
「
主
要
敵
」
と
考
え
「
杜
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
的

思
考
に
毒
さ
れ
て
き
た
各
国
共
産
党
幹
部
や
下
部
共
産
党
員
た

ち
に
よ
っ
て
、
は
た
し
て
本
当
に
歓
迎
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？

実
際
は
、
政
策
策
定
過
程
ば
か
り
で
は
な
く
、
政
策
実
行
過
程

で
も
大
き
な
低
抗
に
ぶ
つ
か
り
、
決
定
通
り
に
は
実
行
さ
れ
ず
、

し
ぱ
し
ぱ
ネ
グ
レ
ク
ト
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
は
、
か
つ
て
の
ソ
連
邦
M
L
研
究
所
の
『
共
産
主
義

イ
ン
タ
ナ
シ
冒
ナ
ル
ー
略
史
』
な
ど
か
ら
も
あ
る
程
度
は
う

　
　
　
　
　
＾
1
7
）

か
が
い
え
た
が
、
E
・
レ
ー
ヴ
ィ
ン
ら
は
、
コ
、
ミ
ン
テ
ル
ン
第

－
七
回
大
会
に
お
い
て
頂
点
に
達
す
る
「
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇

拝
」
や
、
そ
の
後
の
ソ
連
邦
で
進
行
す
る
「
犬
粛
清
」
と
の
同
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時
代
性
を
も
視
野
に
お
い
て
、
そ
の
実
行
過
程
で
の
困
難
を
強

調
す
る
。

　
彼
ら
は
、
一
九
三
六
年
に
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
が
直
面
し
た
各
国

共
産
党
へ
の
指
導
上
の
困
難
を
、
そ
の
証
拠
と
考
え
る
。
先
に

挙
げ
た
一
九
三
六
年
二
一
月
二
〇
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
産
党
問

題
に
つ
い
て
の
書
記
局
会
議
の
演
説
の
な
か
で
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ

フ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
統
一
戦
線
戦
術
実
行
の
立
ち
遅
れ
の
原

因
と
し
て
、
第
一
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
党
幹
部
も
一
般
大
衆
党

員
も
「
別
な
風
に
慣
ら
さ
れ
、
何
年
も
別
な
風
に
活
動
し
考
え
、

そ
し
て
今
転
換
が
不
可
避
と
な
っ
た
」
と
い
う
旧
来
の
活
動
へ

の
惰
性
が
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
一
部
、
農
民
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
小
ブ
ル
ジ
ョ

ア
知
識
人
な
ど
統
一
戦
線
の
相
手
と
な
る
「
民
主
主
義
的
階

層
」
が
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
産
党
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
の
政
党

で
は
な
く
、
モ
ス
ク
ワ
の
手
先
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
不
信

感
、
を
挙
げ
た
。

　
か
っ
て
の
レ
ー
ヴ
ィ
ン
な
ら
、
こ
こ
で
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の

「
適
切
な
問
題
点
の
指
摘
」
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
央
の
「
正
し
い

指
導
」
を
解
説
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
東
欧
革
命
を
く
ぐ
っ
た
一

九
九
一
年
の
レ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、
こ
の
事
例
を
、
こ
れ
ま
で
の
ソ

連
や
D
D
R
の
通
説
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
第
七
回
大
会
決
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

実
行
過
程
の
批
判
的
点
検
を
追
る
も
の
と
評
価
す
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
、
ト
レ

i
ズ
、
ト
リ
ア
ソ
テ
ィ
ら
が
推
進
し
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回

大
会
へ
の
政
策
転
換
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
や
ド
イ

ツ
共
産
党
指
導
部
の
な
か
の
守
旧
的
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
反
対

さ
れ
妨
害
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
克
服
し
て
つ
い
に
「
革
新
派
」

が
多
数
意
見
と
な
り
、
一
九
三
五
年
夏
の
第
七
回
大
会
で
「
新

政
策
へ
の
転
換
」
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

　
し
か
し
実
際
は
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
自
身
が
、
ナ
チ
ス
の
面
前

で
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
国
会
放
火
裁
判
で
、
「
共
産
主
義
老
と
し

て
の
私
に
と
っ
て
、
最
高
の
法
律
は
、
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ

ョ
ナ
ル
の
綱
領
で
あ
り
、
最
高
の
裁
判
所
は
共
産
主
義
イ
ン
タ

ナ
シ
ヨ
ナ
ル
の
統
制
委
員
会
で
す
」
と
大
見
栄
を
張
っ
て
い
た

　
（
1
9
）

よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
半
ぱ
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
構
成
員
の
行

動
を
動
機
づ
け
、
下
部
ま
で
浸
透
し
て
い
た
支
配
的
心
性
（
マ

ン
タ
リ
テ
）
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
六
回
大
会
「
綱
領
」
や
「
杜

会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
の
路
線
の
方
で
あ
っ
た
。

399



一橋論叢　第106巻　第4号　（84〕

　
第
七
回
大
会
決
定
は
、
こ
の
支
配
的
心
性
の
転
換
を
迫
る
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
各
支
部
H
各
国
共
産
党
や
末

端
党
員
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
は
受

容
さ
れ
得
な
か
っ
た
の
か
は
、
独
自
の
論
点
に
な
り
う
る
。

　
た
し
か
に
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
も
、

「
階
級
対
階
級
」
「
杜
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
路
線
に
そ
わ
な
い
下

部
か
ら
の
統
一
戦
線
の
模
索
は
存
在
し
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、

「
日
和
見
主
義
」
「
右
翼
的
偏
向
」
と
し
て
批
判
さ
れ
抑
圧
さ
れ

た
、
党
内
少
数
老
・
異
端
老
の
低
抗
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
七

回
犬
会
へ
の
政
策
転
換
は
、
ソ
連
共
産
党
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執

行
委
員
会
幹
部
会
お
よ
び
第
七
回
大
会
議
事
日
程
準
備
委
員
会

レ
ベ
ル
で
、
暗
闘
を
伴
い
つ
つ
達
成
さ
れ
た
「
上
か
ら
の
政
策

転
換
」
で
あ
り
、
世
界
各
国
の
一
般
党
員
に
と
っ
て
は
、
「
密

室
」
で
進
め
ら
れ
た
「
宮
廷
革
命
」
風
の
転
換
で
あ
っ
た
。
各

国
語
版
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
機
関
紙
誌
上
で
も
、
大
会
時
ま
で
新

旧
両
政
策
の
立
場
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
よ
ほ
ど
注
意
深
く
読

ま
な
い
限
り
、
む
し
ろ
従
来
の
路
線
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
そ

の
う
え
、
大
会
決
定
そ
の
も
の
も
、
自
己
批
判
抜
き
で
旧
路
線

の
「
正
し
さ
」
が
確
認
さ
れ
た
ま
ま
の
、
い
わ
ぱ
「
な
し
く
ず

し
の
転
換
L
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　
第
七
回
大
会
終
了
の
直
前
、
一
九
三
五
年
八
月
」
八
・
一
九

日
に
開
か
れ
た
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
に
つ
い
て
の
大
会
決
議

「
フ
7
シ
ズ
ム
の
攻
勢
と
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
反
対
し
労
働
老
階

級
の
統
一
を
め
ざ
す
闘
争
に
お
け
る
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
冨

ナ
ル
の
任
務
」
の
最
終
案
を
仕
上
げ
る
議
事
日
程
第
二
項
準
備

委
員
会
の
席
上
で
さ
え
、
原
案
に
は
な
お
「
資
本
主
義
体
制
は

革
命
と
戦
争
の
新
た
な
循
環
に
入
り
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
旧
来

型
の
定
式
が
残
さ
れ
て
お
り
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
は
「
こ
れ
は
古

い
定
式
化
の
継
続
で
あ
り
、
私
自
身
は
賛
成
で
き
な
い
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
私
は
、
犬
会
前
に
、
と
り
わ
け
大
会

議
場
で
そ
れ
を
校
訂
し
て
き
た
の
で
、
こ
う
し
た
定
式
化
は
避

け
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
き
た
の
だ
が
…
…
」
と
繰
り
返
さ
ざ
る

を
え
な
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
も
、
最
近
モ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
）

ワ
で
発
表
さ
れ
た
新
資
料
か
ら
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
新
た
な
転
換
の
「
本
当
の
意
味
」
を
、

下
部
ま
で
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
困
難
で
あ
っ
た
か
が

改
め
て
問
題
に
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
視
角
か
ら
は
、
当
然
に
、

フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
政
府
へ
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
対
応
、
ス
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ベ
イ
ン
人
民
戦
線
で
の
共
産
主
義
老
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
ヘ
の
態

度
や
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
に
よ
っ
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
反
ヒ
ヅ

ト
ラ
ー
宣
伝
が
ス
ト
ヅ
プ
し
、
旧
来
の
セ
ク
ト
的
路
線
が
復
活

し
て
く
る
問
題
、
第
二
次
世
界
犬
戦
勃
発
時
の
戦
争
の
性
格
づ

け
の
問
題
な
ど
が
、
再
検
討
を
迫
ら
れ
る
。

　
第
七
回
大
会
の
課
題
は
「
解
散
」
で
は
な
か
っ
た
か
？

　
第
三
は
、
い
わ
ぱ
「
遅
す
ぎ
た
政
策
転
換
」
ど
い
う
見
方
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
杜
会
民
主
主
義
者
と
心
底
か
ら
憎
し
み
あ
う

局
面
を
経
験
し
、
そ
の
結
果
で
も
あ
る
ナ
チ
ス
の
政
権
掌
握
に

よ
る
「
労
働
者
階
級
の
敗
北
」
が
明
ら
か
に
な
っ
て
か
ら
よ
う

や
く
始
ま
っ
た
政
策
転
換
の
、
歴
史
的
意
味
に
た
い
す
る
疑
問

で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
レ
ー
ヴ
ィ
ン
ら
は
、
第
七
回
大
会
そ
の

も
の
が
「
歴
史
的
に
は
遅
す
ぎ
た
転
換
」
で
は
な
か
っ
た
か
、

　
　
　
＾
2
1
）

と
示
唆
し
た
。

　
し
か
し
、
東
欧
市
民
革
命
後
の
B
z
G
誌
の
若
い
世
代
に
よ

る
研
究
で
は
、
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
共
産
党
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
加

入
や
レ
ー
ニ
ン
の
「
加
入
条
件
二
一
力
条
」
自
身
が
問
題
で
あ

り
、
ド
イ
ツ
共
産
党
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
「
ボ
リ
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
化
」
に
よ
っ
て
「
ス
タ
ー
・
リ
ン
主
義
化
」
を
す
で
に
完

　
　
　
　
（
2
2
）

成
し
て
い
た
。
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
初
頭
の
「
杜
会
フ

ァ
シ
ズ
ム
」
「
杜
会
民
主
主
義
主
要
打
撃
」
論
は
そ
の
論
理
的
帰

結
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
ナ
チ
ズ
ム
政
権
掌
握
後
の
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
の
最
大
の
課
題
と
は
、
自
ら
の
「
解
散
」
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
コ
、
・
、
ン
テ
ル
ン
を
解
散
し
て
各
国
共
産
党
が
自
国
の
杜
会
民

主
主
義
政
党
に
統
一
戦
線
を
申
し
入
れ
た
の
な
ら
と
も
か
く
、

部
分
的
手
直
し
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
組
織
を
一
九
四
三
年
ま
で
存

続
し
た
こ
と
自
体
が
－
か
つ
て
ス
プ
リ
ア
ー
ノ
も
示
唆
し
て

い
た
よ
う
に
1
」
歴
史
的
評
価
の
論
点
と
な
る
。

　
レ
ー
ヴ
ィ
ン
風
に
い
え
ぱ
、
問
題
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
「
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

時
の
党
概
念
（
勺
饅
ユ
9
婁
萬
印
窃
…
o
q
）
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
デ

ィ
、
、
、
ト
ロ
フ
の
唱
え
た
「
指
導
と
活
動
の
方
法
の
変
更
」
程
度

で
は
す
ま
さ
れ
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
端
的
に
い
え
ぱ
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
存
続
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
ス
タ
i
リ
ン
の
「
粛
清
」
は
、
多
く
の
モ
ス
ク
ワ
在

住
外
国
人
に
及
ん
だ
。
そ
の
「
人
民
の
敵
」
「
ド
イ
ツ
・
フ
ァ
シ

ス
ト
の
手
先
」
「
日
本
帝
国
主
義
の
ス
バ
イ
」
と
さ
れ
た
外
国
人

犠
牲
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
活
動
に
な
ん
ら
か
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の
か
た
ち
で
関
わ
っ
た
各
国
共
産
主
義
老
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と

を
、
ど
う
第
七
回
大
会
評
価
と
両
立
さ
せ
る
か
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
ま
た
、
従
来
の
研
究
で
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大

会
は
「
戦
略
的
転
換
」
か
「
戦
術
的
転
換
」
に
留
ま
る
か
と
論

じ
ら
れ
て
き
た
問
題
を
、
伏
在
し
て
い
る
。

　
ト
リ
ア
ヅ
テ
ィ
の
問
題
提
起
と
レ
イ
プ
ゾ
ン
H
シ
リ
ー
ニ
ャ

の
研
究
に
始
ま
り
、
私
の
旧
稿
や
ア
ゴ
ス
テ
ィ
を
含
む
「
戦
略

的
転
換
」
説
は
、
第
七
回
大
会
決
定
や
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
自

身
は
「
戦
術
の
転
換
H
情
勢
変
化
に
対
す
る
適
応
」
し
か
語
っ

て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
は
ら
ま
れ
た
「
転
換
」
の
内
容
と
意
味

は
、
第
六
回
大
会
の
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
綱
領
」
や
そ
の
直
後
か

ら
の
「
杜
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
と
は
論
理
的
・
歴
史
的
に
断
絶

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
視
角
は
、
冷
戦
期
の
西
側
反
共
的
研
究
に
よ
る
「
反
フ

7
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
マ
ヌ
ー
ヴ
7
1
」
と
す

る
説
に
反
論
し
、
あ
わ
せ
て
、
「
脱
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
」
の
立
場

か
ら
第
七
回
犬
会
の
「
新
し
い
要
素
」
を
す
く
い
あ
げ
る
志
向

を
含
意
し
て
お
り
、
今
日
で
も
、
ソ
連
の
シ
リ
一
ニ
ャ
、
フ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

ル
ソ
フ
ら
に
は
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
の
視
角
は
、
そ
の
反
面
で
、
第
七
回
犬
会
を
客
観

的
に
み
る
う
え
で
の
障
害
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判

が
、
早
く
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ぱ
、
西
川
正
雄
は
、

「
今
日
の
状
況
か
ら
逆
算
し
て
第
七
回
大
会
の
新
し
い
要
素
の

み
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
非
歴
史
的
と
い
う
そ
し
り
を
免
れ
な

い
だ
け
で
は
な
く
、
『
転
換
』
の
は
ら
む
問
題
を
単
純
化
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

と
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
警
告
し
て
い
た
。

　
や
や
異
な
る
視
点
か
ら
、
石
川
捷
治
は
、
当
時
の
コ
、
、
、
ン
テ

ル
ン
は
な
お
「
ソ
ヴ
ェ
ト
型
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
戦
略
を
放

棄
し
て
い
な
い
が
故
に
「
戦
術
転
換
」
に
留
ま
る
も
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

い
か
、
と
問
題
を
提
起
し
て
い
た
。

　
こ
れ
は
「
戦
略
」
と
い
う
軍
事
用
語
で
何
を
理
解
す
る
か
に

か
か
わ
る
の
で
あ
る
が
、
E
・
H
・
カ
ー
は
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

の
歴
史
を
顧
み
て
、
第
七
回
大
会
が
転
換
点
を
画
し
た
こ
と
は

何
人
も
否
定
し
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
二
で
宣
言
さ
れ
た

政
策
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
政
策
の
論
理
的
な
到
達
点
で
あ
る
の

か
、
そ
れ
と
も
こ
の
機
構
が
こ
れ
ま
で
誓
い
を
た
て
て
き
た
諸

原
則
か
ら
の
急
激
な
転
換
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
そ
れ

ほ
ど
容
易
に
は
解
答
で
き
な
い
」
と
慎
重
で
、
「
レ
ー
ニ
ン
の

402



87）r反ファニズム統一戦線」研究の新段階

『
統
一
戦
線
』
枇
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
到
来
を
早
め
る
た
め

に
案
出
さ
れ
た
。
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
『
人
民
戦
線
』
は
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
と
い
う
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

フ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
を
棚
上
げ
に
す
る
た
め
に
案
出
さ
れ
た
L

「
世
界
革
命
を
舞
台
の
正
面
か
ら
脇
に
移
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

コ
、
、
、
ン
テ
ル
ン
の
地
位
は
永
久
的
な
変
化
を
蒙
っ
た
」
と
巧
み

　
　
　
　
（
2
7
）

に
表
現
し
た
。

　
右
の
「
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
転
換
」
「
遅
す
ぎ
た
転
換
」
説

．
は
、
コ
、
、
、
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
を
「
戦
略
的
転
換
」
と
手
放

し
で
評
価
す
る
こ
と
に
、
反
省
を
追
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
私
自
身
に
も
か
つ
て
の
研
究
の
自
己
批
判
を
迫
る
も

の
で
あ
り
、
コ
、
ミ
ン
テ
ル
ン
の
政
策
転
換
を
、
大
会
決
定
の
レ

ベ
ル
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
具
体
的
適
用
・
執
行
過

程
を
含
め
て
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇
拝
」
や
「
粛
清
と
の
共

存
」
を
も
視
野
に
お
い
て
再
評
価
す
る
必
要
を
、
示
唆
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
私
の
近
著
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
世
界
像
』
（
仮
題
、
青

木
書
店
刊
）
に
お
い
て
は
、
以
上
の
三
点
に
加
え
て
、
第
四
に
、

当
時
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇
拝
」
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回

大
会
の
許
容
し
た
「
民
主
主
義
の
質
」
の
問
題
、
第
五
に
、
「
粛

清
」
と
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
」
の
関
係
の
問
題
、
第
六

に
、
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
」
の
意
味
の
見
直
し
の

問
題
を
も
論
じ
る
予
定
で
あ
る
が
、
す
で
に
紙
数
は
尽
き
た
の

で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
著
作
の
方
を
直
接
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

（
1
）
　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
－
甲
彗
目
亭
阜
9
竃
ミ
き
討

　
き
、
　
§
討
§
ミ
“
o
§
ぎ
　
｝
胃
＝
具
｝
o
昌
由
ぎ
　
Ω
a
窃
『
①
お

　
岩
①
ω
一
｝
o
－
“
ω
．
宣
蜆
．
匡
．
ω
．
奉
斗
ω
o
貝
ぎ
§
卜
“
ミ
ミ
ざ

　
§
§
き
き
§
－
§
雨
嚢
ざ
ミ
呉
§
『
ミ
o
“
§
§
ミ
ミ
沖
§
一

2
①
ミ
く
o
『
片
畠
8
一
P
－
ミ
’
な
お
、
戸
＝
1
0
凹
胃
．
O
“
§
§
§

蟹
ミ
良
氏
雨
ぎ
ぎ
§
ざ
§
雨
§
§
“
§
o
§
、
ミ
§
δ
－
亀
㎏

，
－
§
も
葦
ぎ
o
屋
畠
呂
［
富
永
幸
生
訳
『
独
ソ
関
係
史
』
サ

イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
二
年
、
二
二
六
－
一
三
七
頁
］
＞
．

ω
旨
員
コ
艘
具
§
“
ぎ
昌
県
皇
§
§
ミ
ト
s
ぎ
）
岩
串

［
神
川
・
神
谷
訳
『
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
労
働
運
動
史
の
悲
劇
』
n
、
岩

波
書
店
、
一
九
五
八
年
、
一
〇
二
頁
以
下
］
、
ρ
U
■
甲
O
o
－
9

讐
O
ざ
茅
§
S
§
、
麦
象
§
－
亀
－
－
窒
一
－
O
邑
昌
畠
8
ら
－
墨
．

斉
藤
孝
『
戦
間
期
国
際
政
治
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、

二
〇
九
頁
以
下
、
な
ど
を
も
参
照
。
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（
2
）
　
B
．
レ
イ
プ
ゾ
ン
／
K
・
シ
リ
ー
ニ
ャ
（
石
堂
清
倫
訳
）

『
現
代
革
命
の
理
論
ー
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
政
策
転
換
』
合
同

　
出
版
、
一
九
六
六
年
。
ソ
連
邦
共
産
党
M
L
研
究
所
（
村
田
陽

　
一
訳
）
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
歴
史
』
下
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
七

　
三
年
。
な
お
、
中
林
賢
二
郎
「
続
一
戦
線
史
論
」
労
働
運
動
史

　
研
究
会
編
『
統
一
戦
線
の
歴
史
』
労
働
旬
報
杜
、
一
九
七
三
年
。

　
人
民
戦
線
史
翻
訳
刊
行
委
員
会
訳
『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
史
』

　
新
日
本
出
版
杜
、
一
九
七
一
年
。
J
・
エ
レ
ン
ス
タ
イ
ン
他

　
（
杉
江
・
安
藤
訳
）
『
フ
ラ
ン
ス
現
代
史
』
上
巻
、
青
木
書
店
、

　
一
九
七
四
年
、
を
も
参
照
。

（
3
）
　
E
・
H
・
力
1
（
内
田
健
二
訳
）
『
コ
、
ミ
ン
テ
ル
ン
の
黄
昏

　
－
一
九
三
〇
－
三
五
年
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
（
原
書

　
一
九
八
二
年
）
。
同
（
富
田
武
訳
）
『
コ
、
・
・
ン
テ
ル
ン
と
ス
ペ
イ

　
ン
内
戦
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
（
原
書
一
九
八
四
年
）
。
な

　
お
、
渓
内
謙
「
E
・
H
・
力
－
氏
の
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
．
ロ
シ
ア
史

　
研
究
に
つ
い
て
」
力
1
（
塩
川
伸
明
訳
）
『
ロ
シ
ア
革
命
ー
レ

　
ー
ニ
ン
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
ヘ
、
一
九
一
七
－
一
・
一
九
年
』
岩
波
現

　
代
選
書
、
一
九
七
九
年
、
所
収
、
参
照
。

（
4
）
　
内
田
健
二
「
訳
老
あ
と
が
き
」
前
掲
『
コ
、
・
、
ン
テ
ル
ン
の

　
黄
昏
』
四
一
九
－
四
三
一
頁
。
な
お
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
四
二

　
点
の
「
参
考
文
献
」
リ
ス
ト
が
、
内
田
の
整
理
の
べ
ー
ス
と
な

　
っ
て
お
り
、
本
稿
で
も
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
そ
の

　
ま
ま
再
録
す
る
。

①
E
・
H
・
力
1
（
塩
川
伸
明
訳
）
『
ロ
シ
ア
革
命
』
岩
波
書

　
店
、
一
九
七
九
年
。

②
E
・
H
・
力
1
（
鈴
木
榑
信
訳
）
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
か
ら
ス
タ
ー

　
リ
ン
ヘ
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
。

③
E
・
H
・
力
1
（
富
田
武
訳
）
『
コ
、
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ス
ペ
イ
ン

　
内
戦
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
。

④
A
・
ウ
ラ
ム
（
鈴
木
博
信
訳
）
『
膨
張
と
共
存
ー
ソ
ヴ
エ
ト

　
外
交
史
1
』
サ
イ
マ
ル
出
版
、
一
九
七
八
年
。

⑤
丙
－
ρ
↓
篶
斥
p
H
訂
向
昌
胃
胴
昌
〔
o
o
易
邑
ぎ
．
ω
句
o
邑
智

　
勺
o
＝
o
＜
二
貝
⑦
ざ
艮
〔
完
§
膏
ミ
一
く
0
F
ω
9
z
9
戸
ミ
巨
冨
『

　
岩
ミ
‘

⑥
H
』
O
｝
冒
彗
一
§
“
蟹
e
迂
§
“
O
S
§
、
ミ
き
§
ミ
呉

　
O
o
ミ
“
h
汀
e
“
黒
§
辻
§
－
婁
1
－
婁
－
O
o
『
目
①
二
〇
1
｝
．
H
0
o
o
卜

⑦
－
畠
辻
固
貝
ω
ミ
霊
き
ミ
酎
き
き
詐
§
崔
s
．
竃
一
掌
“

　
ミ
§
、
ミ
§
“
b
魯
§
包
§
一
冒
篶
冒
－
－
－
彗
二
㊤
o
o
ω
・

．
⑧
－
』
邑
閏
目
§
“
⑦
ミ
蔓
s
§
ミ
§
、
き
“
望
嚢
膏
さ
、

　
o
o
§
き
§
曽
§
、
営
ぎ
§
§
“
－
§
－
ω
や
巨
碧
ヨ
＝
．

　
5
p
－
o
o
o
卜

⑨
横
手
慎
二
「
ソ
連
外
交
の
『
転
換
』
、
一
九
三
〇
－
一
九
三

　
五
」
、
渓
内
謙
・
荒
田
洋
編
『
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
国
家
と
杜

　
会
』
木
鐸
杜
、
一
九
八
四
年
。

⑩
平
井
友
義
「
一
九
三
三
年
独
ソ
関
係
の
一
考
察
ー
ソ
ヴ
ェ

　
ト
外
交
研
究
序
説
l
」
『
法
学
志
林
』
五
六
巻
三
号
、
一
九

404



（89）　「反ファシズム統一戦線」研究の新段階

　
五
九
年
。

⑪
平
井
友
義
「
ソ
連
外
交
と
東
欧
口
カ
ル
ノ
を
め
ぐ
る
歴
史
的

　
覚
書
」
、
『
法
学
志
林
』
五
八
巻
三
・
四
号
、
一
九
六
一
年
。

⑫
平
井
友
義
「
一
九
三
五
年
・
仏
ソ
可
盟
条
約
の
成
立
を
め
ぐ

　
る
一
考
察
」
、
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
七
〇
巻
二
号
、
一
九
七

　
一
年
。

⑬
尾
上
正
男
『
ソ
ビ
エ
ト
外
交
史
』
有
信
堂
、
一
九
五
九
年
。

⑭
植
田
隆
子
「
東
方
口
カ
ル
ノ
案
を
め
ぐ
る
ソ
連
外
交
ー
ソ

　
違
外
交
に
お
け
る
『
集
団
安
全
保
障
』
政
策
の
形
成
I
」
、

　
『
ス
ラ
ブ
研
究
』
二
二
号
、
　
一
九
七
八
年
。

⑮
E
・
H
・
力
1
（
富
永
幸
生
訳
）
『
独
ソ
関
係
史
』
サ
イ
マ
ル

　
出
版
、
一
九
七
二
年
。

⑯
－
ω
s
冒
亭
呉
雰
ざ
ミ
ミ
き
“
ぎ
膏
ミ
§
導
§
ト
』
竃
や

　
－
凄
“
2
色
ω
o
貝
畠
①
メ

⑫
『
巾
o
鼻
昌
彗
一
§
、
ミ
9
§
§
§
泳
§
㌧
ト
婁
ざ
ミ
呉

　
§
“
9
§
§
§
芝
ぎ
討
§
亀
導
§
卜
＞
昌
＞
｝
o
『
霊
扁
『
－

　
g
鼻
し
㊤
竃
〔
原
薯
は
一
九
三
九
年
出
版
、
佐
野
健
治
・
鈴

　
木
隆
訳
『
世
界
共
産
党
史
』
合
同
出
版
、
一
九
六
八
年
〕
。

⑱
－
雪
易
5
貝
↓
訂
O
o
邑
鼻
①
∋
即
邑
艘
o
9
唖
易
o
二
ぼ

　
～
O
筥
一
彗
津
O
鼻
岩
蟹
－
H
竃
㎝
二
貝
§
“
雰
ざ
辻
§
、
旨
ミ
．

　
§
、
＜
o
－
．
s
一
昌
．
ω
（
岩
お
）
．

⑲
向
・
甲
O
胃
■
き
§
き
ざ
§
呉
s
き
ミ
ミ
辻
黒
§
§
§

　
－
竃
①
1
－
§
一
＜
o
H
．
ω
一
竃
凹
o
目
己
二
凹
貝
－
o
↓
①
一
〇
す
ー
①
①
．

⑳
山
極
潔
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
人
民
戦
線
』
青
木
書
店
、
一
九

　
八
一
年
。

⑳
平
瀬
徹
也
『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
』
近
藤
出
版
、
一
九
七
四

　
年
。

⑳
O
讐
①
彗
O
≧
訂
斗
＜
印
窒
印
只
↓
－
①
竃
o
ω
8
考
9
昼
目
o
｛

　
葦
①
宰
雪
g
、
。
勺
o
君
一
胃
軍
o
算
．
、
二
p
量
．
髪
．
U
轟
9
■

　
ぎ
ま
9
彗
庄
甲
5
ミ
9
0
匡
9
§
雨
9
§
ぎ
討
§
㌧

　
雰
ざ
辻
§
、
憂
、
慧
茸
卑
彗
｛
O
a
⊂
1
勺
．
畠
8
．

⑳
戸
｝
實
ぎ
量
ξ
向
ミ
§
“
§
9
§
§
§
沖
§
霊
σ
雪
俸

　
｝
団
σ
雪
■
巨
二
H
湯
ω
1

⑳
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
付
属
マ
ル
ク
ス
H
レ
ー
ニ
ン
主

　
義
研
究
所
（
村
田
陽
一
訳
）
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
歴
史
』
下

　
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
七
三
年
。

⑳
南
塚
信
吾
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
お
け
る
人
民
戦
線
政
策
へ
の

　
転
換
過
程
－
ソ
ビ
エ
ト
側
文
献
に
よ
る
解
明
1
」
、
『
東

　
欧
史
研
究
』
三
号
、
一
九
八
○
年
。

⑳
中
木
康
夫
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
』
中
、
未
来
杜
、
一
九
七
五

　
年
。

⑳
富
永
幸
生
・
鹿
毛
達
雄
・
下
村
由
一
・
西
川
正
雄
『
フ
ァ
シ

　
ズ
ム
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
』
東
大
出
版
会
、
一
九
七
八
年
。

⑳
加
藤
哲
郎
「
世
界
政
党
と
政
策
転
換
（
一
九
三
四
－
三
五
年
）

　
ー
コ
、
・
、
ン
テ
ル
ン
の
政
治
学
的
予
備
考
察
」
、
名
古
屋
大

　
学
『
法
政
論
集
』
七
八
・
七
九
号
、
一
九
七
九
年
。
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⑳
『
岩
波
・
西
洋
人
名
辞
典
、
増
補
版
』
岩
波
書
店
、
一
九
八

　
一
年
。

⑳
M
・
ド
ラ
チ
コ
ヴ
ィ
ヅ
チ
、
B
ニ
フ
ジ
ヅ
チ
（
勝
都
元
．
飛

　
田
勘
弐
訳
）
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
人
名
事
典
』
至
誠
堂
、
一
九
八

　
○
年
。

⑳
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
選
集
編
集
委
員
会
編
訳
『
デ
ィ
、
ミ
ト
ロ
フ
選

　
集
』
全
三
巻
、
大
月
薯
店
、
一
九
七
二
年
。

⑳
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
（
坂
井
信
義
・
村
田
陽
一
訳
）
『
反
フ
ァ
シ
ズ

　
ム
統
一
戦
線
』
、
大
月
書
店
、
一
九
六
七
年
。

⑱
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
（
田
島
昌
夫
訳
）
『
獄
中
か
ら
の
手
紙
』
大
月

　
書
店
、
一
九
五
五
年
。

⑳
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
選
集
刊
行
委
員
会
編
訳
『
ト
リ
ア
ツ
テ
ィ
選

　
集
』
全
四
巻
、
合
同
出
版
、
一
九
六
六
年
。

⑳
ト
リ
ア
ソ
テ
ィ
選
築
刊
行
委
貝
会
編
訳
『
〔
新
版
〕
ト
リ
ア
ソ

　
テ
ィ
選
集
』
全
三
巻
、
合
同
出
版
、
一
九
八
○
年
。

⑳
ト
リ
ァ
ツ
テ
ィ
（
石
堂
清
倫
・
藤
沢
道
郎
訳
）
『
コ
、
ミ
ン
テ
ル

　
ン
史
論
』
青
木
書
店
、
一
九
六
一
年
、
山
崎
功
訳
『
統
一
戦

　
線
の
諸
問
題
』
大
月
書
店
、
一
九
七
五
年
。

⑳
ト
レ
ー
ズ
（
坂
井
信
義
訳
）
『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
』
大
月
警

　
店
、
一
九
七
六
年
。

⑱
ビ
ー
ク
（
阪
東
宏
訳
）
『
統
一
戦
線
へ
の
歴
史
的
転
換
』
大
月

　
書
店
、
一
九
七
六
年
。

⑳
『
ト
ロ
ツ
キ
ー
選
集
』
全
一
二
巻
、
現
代
思
潮
杜
、
一
九
六

　
　
一
～
一
九
六
五
年
。

⑳
『
ト
ロ
ツ
キ
ー
薯
作
集
』
（
現
在
、
；
一
巻
ま
で
刊
行
中
）
、

　
柘
植
書
房
。

⑳
村
田
陽
一
編
訳
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
料
集
』
全
六
巻
、
大
月

　
　
書
店
。

⑳
日
本
国
際
問
題
研
究
所
中
国
部
会
編
『
中
国
共
産
党
史
資
料

　
　
集
』
全
二
一
巻
、
動
草
書
房
。

（
5
）
　
加
藤
「
世
界
政
党
と
政
策
転
換
」
（
一
）
、
名
古
屋
大
学
『
法

　
政
論
集
』
七
八
号
、
一
九
七
九
年
、
七
六
・
八
四
頁
。

（
6
）
内
田
の
リ
ス
ト
に
入
っ
て
い
な
い
文
献
と
し
て
、
｝

　
－
o
考
雪
冒
篶
一
b
帯
㌧
§
富
“
き
防
ま
き
汁
§
§
、
ミ
ミ
き
き
“

　
ミ
一
｝
曾
－
ぎ
H
㊤
寄
．
竃
．
＝
と
県
一
吻
δ
ふ
s
き
ミ
、
§
、
ミ
ー

　
ミ
S
ざ
ミ
§
㍍
O
O
§
§
ミ
S
涼
ぎ
（
－
竃
－
－
－
婁
）
一
刃
O
昌
印
岩
S
一
戸

　
〕
’
　
　
　
’
・
　
　
　
　
、
】
’
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
－
　
　
　
一
、
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
コ

　
r
－
軍
F
＝
』
＝
『
　
　
』
ミ
民
　
r
O
ミ
｝
§
雷
ミ
ー
巨
　
　
』
芒
O
e
雨
…
民
ミ
ー
－
、
、
e
§

　
O
o
§
ぎ
膏
§
ざ
O
o
§
“
さ
§
ぎ
勺
①
目
｝
目
巨
目
｝
8
雰
畠
寄
－
G
・

　
ボ
ッ
フ
ァ
（
坂
井
・
大
久
保
訳
）
『
ソ
連
邦
史
』
第
二
巻
、
一
九

　
八
○
年
。
A
・
ア
ゴ
ス
テ
ィ
（
石
堂
清
倫
訳
）
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

　
史
』
現
代
史
出
版
所
、
一
九
八
七
年
。

一
7
一
句
」
．
睾
ω
o
ヌ
ω
茎
目
昌
ま
討
ぎ
邑
幕
員
貝
冨
＞
一

　
皇
雨
宍
O
§
ぎ
膏
§
ミ
ミ
、
吻
ぎ
亀
ぎ
｝
①
『
＝
目
岩
8
一
ω
．
旨
H
l
H
旨
．

　
ヨ
易
o
峯
＼
ω
o
巨
ユ
邑
p
穴
o
昌
巨
①
昌
l
N
①
岸
箒
『
軍
黛
E
目
－

　
o
q
g
（
．
．
勺
冨
ミ
3
、
，
一
雪
o
ω
ζ
ξ
z
『
．
竃
一
べ
．
＞
肩
自
畠
o
．
o
）
一

　
g
§
き
一
ω
。
き
。
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
手
紙
そ
の
も
の
は
、
村
田
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陽
一
編
訳
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
料
集
』
第
六
巻
、
大
月
書
店
、

　
一
九
八
三
年
、
三
二
八
－
三
二
九
頁
。

（
8
）
丙
＆
二
目
宗
『
ω
ぎ
昌
胴
急
『
穴
o
ヨ
邑
邑
昌
昌
『
く
冒
－

げ
胃
g
冒
o
q
宗
ω
姜
撃
雪
↓
鍔
鶉
o
a
昌
鍔
名
昌
ζ
窃
守
ω

　
＜
F
丙
o
コ
宵
霧
詔
ω
ユ
①
『
宍
o
昌
ぎ
8
∋
印
昌
ド
旨
＝
岩
匿

　
（
コ
竃
ブ
　
庄
胃
阻
昌
o
宵
｝
昌
げ
g
①
目
　
＞
⊆
守
且
g
冒
目
o
q
）
一
｛
p

　
㎞
“
、
曇
　
N
ミ
　
Ω
湧
〔
ミ
き
討
　
昏
、
　
ト
、
｝
雨
き
き
“
§
構
ミ
轟

　
（
黒
Ω
）
L
ω
」
o
q
．
之
『
』
L
竃
H
一
ω
．
N
H
蜆
－
N
畠
1

（
9
）
甲
5
三
ミ
ー
．
ω
o
序
茸
ω
o
＝
彗
ぎ
一
冒
昌
ミ
o
弐
－

　
o
o
斥
冒
－
g
8
N
膏
勺
o
＝
2
｛
匝
呂
穴
－
（
岩
蟹
－
雰
）
一
き
§
き
一
ω
．

　
曽
ω
．

（
1
0
）
　
O
」
〕
－
昌
岸
『
o
弐
一
U
庁
O
弐
o
目
ω
才
①
庄
o
ω
勺
印
ω
o
巨
ω
昌
＝
ω
冒
目
o

　
2
o
＞
冒
厨
竺
〕
昌
宗
『
声
H
」
昌
丙
印
雪
貝
昏
『
昌
①
里
ま
o
津
宗
H

　
＞
｝
①
岸
彗
＝
凹
窃
o
需
o
q
雪
宗
目
句
竃
o
巨
ω
昌
轟
二
貝
ま
ざ
ぎ
ミ

　
き
ω
§
§
、
導
o
轟
ミ
旨
8
、
ミ
宍
ト
（
ξ
沖
ミ
§
膏
ト
§
－

寒
｝
“
）
一
ω
一
⊆
暮
胴
與
H
一
H
o
べ
♪
o
〇
一
ω
べ
㎝
弐
一
［
一
ア
ィ
ミ
ト
ロ
フ
「
フ
ァ

　
シ
ズ
ム
の
攻
勢
と
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
反
対
し
労
働
者
階
級
の
統

　
一
を
め
ざ
す
闘
争
に
お
け
る
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
冒
ナ
ル
の

任
務
」
邦
訳
『
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
選
集
』
第
二
巻
、
大
月
書
店
、

　
一
九
七
二
年
、
一
五
四
－
一
五
七
頁
］
。

（
u
）
　
加
藤
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
の
国
家
像
」
『
マ
ル
ク

　
ス
主
義
法
学
講
座
』
第
二
巻
、
日
本
評
論
杜
、
一
九
七
八
年
、

　
二
九
五
－
二
九
六
頁
。
同
「
世
界
政
党
と
政
策
転
換
」
（
二
）
、

　
三
〇
二
頁
以
下
、
参
照
。

（
1
2
）
　
勺
．
ω
葛
酎
目
9
ω
ざ
、
ぎ
亀
s
、
き
“
§
§
§
§
O
o
§
§
ミ

　
ミ
泳
芦
－
o
己
昌
H
竃
蜆
一
君
．
墨
－
ω
H
・
ア
ゴ
ス
テ
ィ
、
前
掲
邦
訳
、

　
八
二
〇
－
八
二
一
頁
。

（
1
3
）
　
Ω
」
誉
具
向
．
「
①
三
貝
N
自
o
昌
＜
o
島
8
＝
昌
o
q
9
宗
『
宍
－

　
邑
〕
雪
g
o
ω
o
ゴ
與
弍
目
目
胴
o
弐
プ
o
童
斥
訂
『
篶
く
o
巨
饒
昌
腎
①
『

　
；
”
窃
8
o
印
斗
9
雪
皆
『
＞
｝
ム
↓
R
こ
凹
窪
9
貝
黒
p
崖
」
炉

　
z
H
－
①
．
－
竃
9
ω
1
署
o
o
員
－
昌
－
σ
l
N
宍
庄
o
o
向
貝
き
§
ぎ
訂
§

　
ミ
ミ
、
ミ
§
ぎ
泣
o
ミ
§
ミ
尋
き
“
一
｝
雪
－
ぎ
H
湯
9
ω
．
ミ
‘

（
1
4
）
　
－
a
＞
§
s
ざ
淳
ぎ
轟
o
き
、
§
亀
§
e
“
ミ
ぎ
嘗
轟
、

　
　
皇
“
簿
§
～
膏
下
き
喜
ミ
§
§
§
ミ
§
ミ
ミ
、
竃

　
－
凄
φ
§
、
畠
へ
9
思
『
＝
目
H
竃
o
。
た
だ
し
、
こ
の
資
料
集
へ

　
の
H
・
J
・
ク
ル
シ
ュ
の
序
言
は
、
S
E
D
誕
生
は
「
強
制
」

　
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
基
本
的
に
労
働
老
大
衆
の
統
一
圧
力

　
に
よ
る
両
党
の
自
発
的
・
民
主
主
義
的
統
合
で
あ
っ
た
が
、
一

　
九
四
八
年
以
降
に
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
化
し
た
と
し
て
い
る
。

（
1
5
）
ζ
ー
く
膏
巨
昌
＆
ω
訂
昌
幸
＼
』
l
O
訂
ミ
彗
o
ミ
戻
o
邑
津
①
ヨ

　
ー
o
晶
雪
句
富
o
巨
ω
昌
易
昌
o
穴
『
一
娼
（
、
。
勺
s
婁
ま
。
。
一
ζ
o
ω
－

　
斥
団
戸
z
H
．
畠
ガ
ω
9
旨
邑
岩
o
．
o
）
し
貝
b
討
き
§
ぎ
膏
§
ミ
s
、

　
い
ざ
5
ぎ
ω
．
竃
．

（
1
6
）
　
貝
■
①
ミ
ヲ
＼
r
ω
o
訂
峯
房
9
⑭
目
斥
9
冒
昌
言
o
萬
1
U
o
－

　
斥
目
冒
8
后
N
膏
勺
o
享
寿
宗
『
穴
－
（
岩
震
－
竃
）
一
貝
黒
p
竃
－

－
o
自
．
z
『
．
ジ
H
竃
H
一
ω
』
宣
．
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（
1
7
）
　
邦
訳
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
歴
史
』
下
巻
、
一
〇
五
頁
以
下
。

（
1
8
）
　
5
皇
目
＼
o
o
9
①
茸
ω
9
9
斥
9
§
§
◎
’
ω
』
員
曽
戸
畠
ド

（
1
9
）
　
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
「
法
廷
に
お
け
る
最
終
陣
述
の
速
記
」
（
一

　
九
三
三
年
二
一
月
：
ハ
日
）
、
邦
訳
『
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
選
集
』
第

　
二
巻
、
一
八
頁

（
2
0
）
　
－
①
皇
ミ
o
o
o
ぎ
冬
ω
9
雪
ぎ
一
§
§
◎
－
一
ω
－
曽
N
．

（
2
1
）
　
ピ
①
三
ミ
ω
o
訂
尋
ω
｝
昌
ぎ
一
§
§
◎
’
ω
．
曽
ム
．

（
2
2
）
ド
↓
～
o
P
雰
一
ω
｝
婁
邑
①
『
冒
o
q
o
目
匡
｝
ω
邑
巨
ω
耳
・

　
昌
胴
一
黒
ρ
s
こ
堕
z
『
－
9
H
㊤
o
p

（
2
3
）
　
5
皇
ミ
ω
o
訂
茸
ω
｝
8
斥
9
§
§
◎
’
ω
』
量

（
2
4
）
　
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
「
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
目
ナ
ル
の
歴
史

　
に
か
ん
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
」
（
石
堂
・
藤
沢
訳
）
『
コ
ミ
ン

　
テ
ル
ン
史
論
』
青
木
文
庫
、
一
九
六
一
年
、
一
五
八
頁
。
レ
イ

　
プ
ゾ
ン
ー
ー
ン
リ
ー
ニ
ャ
、
山
川
葛
萱
ヨ
、
二
二
、
二
一
札
、
三
L
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
ヨ
’
■
■
一
－
　
　
　
　
　
1
　
一
　
’
　
’
　
　
　
　
　
一
　
一
　
　
一
　
　
一
　
’
　
　
　
　
1
1
一
　
一
’
　
　
一

　
－
三
六
二
頁
。
影
山
日
出
弥
『
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
論
』
青
木

　
書
店
、
一
九
七
三
年
、
三
〇
四
頁
。
加
藤
前
掲
「
コ
ミ
ン
テ
ル

　
ン
第
七
回
大
会
の
国
家
像
」
二
八
七
頁
。
ア
ゴ
ス
テ
ィ
、
前
掲

　
書
、
七
四
二
頁
。
ヨ
易
o
冬
＼
ω
o
巨
『
亘
p
§
§
o
。
一
ω
。
芦
な

　
お
、
栗
木
安
延
「
近
代
杜
会
運
動
史
序
説
　
　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

　
綱
領
論
争
」
『
専
修
経
済
学
論
集
』
二
一
巻
二
・
三
号
（
一
九
八

　
七
年
）
は
、
い
わ
ぱ
一
巡
遅
れ
の
「
戦
略
的
転
換
」
説
で
あ
る
。

（
2
5
）
　
西
川
正
雄
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
民
主
主
義
」
富
永
ほ
か
前
掲

　
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
』
二
九
一
頁
。

（
2
6
）
　
石
川
捷
治
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
転
換
－
第
七
回
大
会
論

　
ノ
ー
ト
」
九
州
大
学
『
法
政
研
究
』
第
五
一
巻
三
号
、
一
九
八

　
五
年
、
五
ニ
ハ
頁
。

（
2
7
）
　
力
i
『
コ
ミ
ン
テ
ル
の
黄
昏
』
三
九
二
－
三
九
五
頁
。

　
（
付
記
）
　
小
論
は
、
近
く
公
刊
す
る
予
定
の
拙
薯
『
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
の
世
界
像
』
（
仮
題
、
青
木
書
店
）
の
第
二
部
「
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
の
政
策
転
換
（
一
九
三
四
－
三
五
年
）
」
第
一
章
「
政
策

転
換
」
の
草
稿
の
一
部
を
も
と
に
、
本
特
集
「
情
報
と
社
会
変

容
」
の
趣
旨
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
、
独
立
論
文
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
こ
こ
に
は
、
一
九
九
一
年
六
月
一
六
日
の
小
平
祭

で
行
わ
れ
た
「
一
橋
論
叢
ワ
ー
ク
シ
冒
ヅ
プ
」
で
の
私
の
講
演

記
録
「
東
欧
市
民
革
命
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
」
を
、
当

ヨ
D
葦
｝
疋
』
心
ζ
コ
≧
ら
主
呈
：
－
二
打
こ
こ
含
之
■
■
一
弐
崖
F
ノ
叉
］
求
ポ
ー
ミ

，
‘
j
占
，
ル
＾
イ
・
1
　
’
・
・
　
’
一
　
葦
．
1
｝
…
o
「
’
】
－
皇
」
1
皇
一
一
一
－
川
雀
一
　
’

き
な
の
で
あ
る
が
、
①
現
在
の
私
の
研
究
が
薯
書
の
方
に
集
中

し
て
お
り
、
そ
の
テ
ー
マ
と
直
接
関
係
し
な
い
講
演
記
録
を
改

め
て
執
筆
で
き
る
状
況
に
な
い
こ
と
、
②
講
演
内
容
そ
の
も
の

は
、
参
考
文
献
に
掲
げ
た
私
の
既
刊
薯
書
で
あ
る
程
度
は
述
べ

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
原
稿
締
切
ま
で
講
演
後
三

週
間
し
か
時
問
的
余
裕
が
な
く
、
し
か
も
私
は
締
切
以
前
に
海

外
研
修
に
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
、

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
講
演
収
録
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
。
し
か
し
、
他
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
演
者
と
の
関
係
で
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原
稿
を
出
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
当

日
の
講
演
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
「
東
欧
市
民
革
命
と
情

報
」
の
部
分
で
あ
る
程
度
重
な
り
合
う
小
論
を
寄
稿
す
る
こ
と

で
、
そ
の
責
め
を
果
た
す
こ
と
に
し
た
。

　
以
下
に
、
当
日
配
布
し
た
講
演
レ
ジ
メ
の
中
核
都
分
を
か
か

げ
て
記
録
に
代
え
る
と
と
も
に
、
当
日
の
参
加
考
な
ら
ぴ
に
主

催
者
に
お
わ
び
し
た
い
。

東
欧
市
民
草
命
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
（
講
演
レ
ジ
メ
）

1
　
世
界
を
変
え
た
一
九
八
九
年
東
欧
市
民
革
命

2
　
東
欧
市
民
革
命
と
情
報
の
役
割
H
「
テ
レ
ビ
時
代
の
フ
ォ

　
ー
ラ
ム
型
革
命
」
「
情
報
化
革
命
」

　
①
一
九
八
九
年
後
半
の
「
平
和
的
・
連
鎖
的
・
加
速
的
市
民

　
　
革
命
」
「
一
枚
岩
主
義
か
ら
多
元
主
義
へ
」

　
②
「
国
家
主
義
的
社
会
主
義
H
国
有
化
中
心
指
令
型
計
画
経

　
　
済
十
共
産
党
一
党
独
裁
」
の
崩
壊

　
③
「
フ
才
⊥
フ
ム
・
円
卓
会
議
型
の
市
民
革
命
」
1
1
共
産
党

　
　
独
裁
へ
の
市
民
的
低
抗
・
蜂
起
・
民
主
化

　
④
「
自
由
選
挙
」
と
「
市
場
導
入
」
“
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

　
　
分
化
・
政
党
化

　
⑤
「
革
命
」
と
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
？
1
1
民
衆
の
「
公
共

　
　
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
冒
ン
」
回
復
過
程

　
⑥
「
市
民
社
会
の
復
権
」
1
1
生
活
世
界
の
地
下
水
脈
の
噴
出
、

　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
東
欧
革
命

3
　
そ
れ
ぞ
れ
の
革
命
に
お
け
る
情
報
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

①
中
国
「
反
革
命
」
1
世
界
が
見
た
「
血
の
日
曜
日
」
と

　
　
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
フ
ァ
ク
シ
ン
グ

②
ポ
ー
ラ
ン
ド
ー
「
連
帯
」
の
「
自
制
的
革
命
」
と
教
会

　
　
が
協
力
し
た
ビ
デ
オ
・
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク

③
ハ
ン
ガ
リ
ー
1
共
産
党
H
国
家
内
改
革
派
に
よ
る
「
上

　
　
か
ら
の
革
命
」
と
国
営
テ
レ
ビ
の
変
貌

④
東
独
1
「
新
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
「
人
民
革
命
」
か
ら
西

　
　
独
主
導
の
「
民
族
統
一
H
併
合
」
へ

⑤
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
ー
「
市
民
フ
ォ
⊥
フ
ム
」
に
よ

　
　
る
「
ビ
ロ
ー
ド
の
革
命
」
と
情
報
回
路

⑥
ル
ー
マ
ニ
ア
ー
「
自
由
ル
ー
マ
ニ
ア
放
送
』
を
拠
点
と

　
　
し
た
「
反
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
革
命
」

⑦
ソ
連
1
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」
を
加
速
さ
せ
た
「
グ
ラ

　
　
ー
ス
ノ
ス
チ
」
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
報
道

4
　
「
国
家
主
義
的
杜
会
主
義
」
の
傍
報
支
配
と
矛
盾

①
J
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
『
一
九
八
四
年
』
と
R
・
レ
ー
ガ
ン
の

　
　
情
報
観
－
二
〇
世
紀
政
治
支
配
の
矛
盾

②
「
一
枚
岩
主
義
」
皿
政
治
・
経
済
・
杜
会
・
文
化
の
一
党

　
　
制
国
家
に
よ
る
＝
兀
的
統
制
志
向

③
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
教
育
と
筒
報
手
段
独
占
に
よ

　
　
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
制

④
「
統
制
」
維
持
の
た
め
の
情
報
操
作
1
－
情
報
ハ
イ
ラ
ー
キ
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1
、
テ
レ
ビ
の
普
及
、
妨
害
電
波

⑤
そ
の
矛
盾
1
1
経
済
計
算
の
困
難
と
非
効
率
、
情
報
手
段
の

　
低
抗
手
段
化
、
自
由
の
内
面
的
発
展
性

⑥
民
衆
情
報
の
結
節
点
と
し
て
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
討
論
の

　
広
場
）
」
と
そ
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

⑦
多
元
主
義
1
i
軍
隊
型
「
鉄
の
規
律
」
「
民
主
集
中
制
」
に
対

　
す
る
情
報
民
主
主
義
の
原
理

⑧
東
欧
「
フ
ォ
⊥
フ
ム
・
円
卓
会
議
」
型
運
動
と
西
欧
「
新

一
し
い
杜
会
運
動
」
の
共
通
性

⑨
情
報
化
時
代
の
国
家
・
企
業
・
民
衆
“
地
球
的
規
模
で
の

　
情
報
戦
争
の
も
と
で
の
民
衆
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
目
ン
と

　
バ
ソ
コ
ン
通
信
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

（
参
考
文
献
）

N
H
K
取
材
班
『
か
く
し
て
革
命
は
国
境
を
越
え
た
』
日
本
放

　
送
出
版
協
会
、
一
九
九
〇
年

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
『
杜
会
主
義
の
二
〇
世
紀
』
全
六
巻
、
日

　
本
放
送
出
版
協
会
、
　
一
九
九
〇
－
九
二
年

ダ
ン
・
チ
ョ
バ
ヌ
『
こ
の
目
で
み
た
政
権
の
崩
壊
』
日
本
放
送

　
出
版
協
会
、
一
九
九
〇
年

伊
藤
千
尋
『
歴
史
は
急
ぐ
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
〇
年

加
藤
哲
郎
『
社
会
主
義
と
組
織
原
理
　
1
』
窓
杜
、
一
九
八
九

　
年

加
藤
哲
郎
『
東
欧
革
命
と
杜
会
主
義
』
花
伝
社
、
一
九
九
〇
年

加
藤
哲
郎
『
社
会
主
義
の
危
機
と
民
主
主
義
の
再
生
』
教
育
史

　
料
出
版
会
、
一
九
九
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
喬
た
善
致
受
ノ
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